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表紀説明

アオパセセリの造巣性 田　元‘和　美

アオノくせセリの幼虫は，巣をつくりますが，ここでは，伺枚の

葉で？どんな万法で了とレつったことを書きました。

この蝶は，越冬幼虫が，まだたくきん発見されてい夜レ1点にか

いて，問題の蝶と，なってレ増す。 本校の部員本洋一君（1年塵）

が，この冬に，越冬幼虫を，みつけて現在学校で，養っており，

現在晴の状態に覆ってレつます。

九州本島では，新しレ1記録と覆っています。

加世田高校生物部員
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野菜の煮えやすさについて

2年佐伯仲子

竹下しずか

普通．野菜は水分の多レ． ものがよく煮えるといわれるcしかし，もっとほかにも原因があるのでは

なかろうか。又，それは野菜の杵類によってどのように違うだろうか。 われノわれはまず“煮えやす

き”をどのように考え，どのように調べるかを検討し，身近かな野菜について煮えやすさの程度を

訊べることにした。しかしこれだけでは家庭科の実験みたいをので，さらにその原因を生物学的に

調否することをつけ加えた。

実験は三に文化祭前の10日に行覆ったが，いざとりかかってみると艮い実験方法を見つけだす

のに思ったより苦しみ，得られた結果も決して満足すべきものではたかったが，一応予率と’してこ

こにまとめておくことにした。

I－‘煮えやすき”の調査

rl）材料（大部分は各自の家にあるもので頚にあわせることにした。 ）

ダイコン，ニンジン，カ嘉チャ，ジャガイモ，サトイモ，サツマイモ

（2）実験用具

ビーカー（500（℃）三周ガラス棒（直径0．7cm）台ノてヵリカミソリ

顕微鎮

㈲方法（それぞれの野菜に平均した力を加えていき，つぶれた侍の力の大小で煮えやすこ亨の程

度を決めることにするe）

0野菜を全部1．5C珊角のサイコロに切る。

0ビーカーに250GC水を入れ，沸騰させる。 これにサイコロに切った野菜をLへつし上に入れ

て，10分間煮る。

010分煮たら，野菜を取り出し台ノてカリの＿上に1個づつのせる。 これを両様0．7cmの力うス

庫で平均した速ま，力になるように注意してゆっくりかす。 この時，ガラス棒は野菜の面と

垂直にする。 力を加えてLへき野菜がつぶれた時のハカリの目もりを読む。

抑結果

要した平均の力
11‾－．

一．．．
’．’

145．1才

176．1才

カ　ボ　チ　ャ　i

一一一一一十
ジャガイモ

ソ　ジ　ン′

ダイ　コ

ゴ　」ミ

ン．

191．6才

285，5才

541．6才

575．5才

藁この実験は1ロ～12回行なった。



（5）考察

結果はだしへたい普通言われているよう射冶序になった串，まだぬろん凛山嶺点がある。

0野業を押す樺は，もっと煎径の大きいものが適当だと思う。 小きレーとすぐつきとおしてしま

いつぶされ環いからだ。

0押すときの力と速度が同じにたるよう忙往意してゆっく舛押したが，やはり多少の遷いがで

てく争ので，いつも同じにたるように工夫しかナれば頂らなレ。

0材料のジャガイモなどは，古くて保存してあったものをので，新鮮胚にかけていた。 新鮮な

ものを仕ったら少しは，違ってくるかもしれノ夜レヽ。

刀‘‘煮えにくいもの’’“煮えやすいもの”のあるわけ

結果は，前に示した真のとお射てなった。 次にをぜその差が竿でくるかを調べること些する。

rl）方法

カミソリで煮えやすいもの，煮えにくいものの代表的夜型曇りサツマイモ・ゴボウ）をうす

く切少，顕徴針で細胞の柿道を言壇べた。

○細胞の大き封について

0線維の多少，細胞膜の厚さについて（サフラニンで染める）

0デソプソの多少につレ1て（ヨード，ヨーカリで染める）

0水分の多少について（これ隼，測りょうがたいので資料で諷べた）

（2）罪験の結果と考察

0細胞の大ききサツマイモは細胞が大きく，ゴガウは細胞が小さい。

〇績経の多少サツマイモは絃椎が少をく，ゴボウは線維は多い。

0細胞膜の厚さサツマイモはうすくて，ゴボウの万は厚い。

0デソプソについては，成分表で盈べた結果，あせり馳係がないようだが，水分についてはも

っと調べる必要がある。

メ
一

反
水
箆

ぷ 霊鳥霊鳥莞

‘一一‾▼‾‾‾‾・．－・‾†－．・‾′‾‾、－．‾‘「‾‾－’’‾’’U－‾‾一．’’l‾‾－－‾‘‾‾‾－‾－‾．‾‾‾‾．’’‾’‾‾、’－‾‾・’‾’’・．．’．．‾．‾‾‾「‾‾‾‘‾‘‘‾‾」「l－1il聖冥土㌘空士聖上上空笠上空王聖霊上土刃

巨 2．7％l78．8％i79．5％i85．8％

・l‾∴∴　㍉∵＋

順序についてはたレ1てレ1，－艇にいわれてし1るのと変わりは査かったが一原因の探求につ

レ1ては，まだまだ不十分であまり正確ではなし1。しかし条件を整理し，水分，級経，細胞の

大小などを，1つづつうまい方法で誠べてしへげば，きっと解決できるだろラとしつう気がする。

後輩の万々の追芸式を期待する。

一一　2　－



りんごの変色についての問題

2だ． 三幸木ま1ら＋

廿ノ再，ン定Jll→＿

んどの皮をむいて放ってかくとやがて変色してしまうのは，わでしわれ食べぎか少の孝でとって，

見すごしがち査現象である。料華の木などに牡，塩水につければよ1ハと書いて′らり． 一一矧・′二よく知

られてン1る。しかし． その原因の説明はあまり出でハない。

そこで，私達はしへかにしたら，りんごを変色させずほおしへしく食べられるかな，実頚してみた。

変色に軟化群素オキシターゼが皆係してLへるということを． 百科群典で知ったので． この控素の

働く条件と佐官を，変色と時間，温摩，塩水浪塵の三項目にわけて譜請べた。

Li変色の進む遠圧と時間

皮をむいたりんご（紅も　直接‘αりを四分の一に切って四コ空中に放っておく。

：一・　　　　　　　二　一日－

1分！ほとんど変化が見られないi

＿＿＿＿＿．‥L．、＿＿一一一一ll一一1一・一l‾－‾ll：． ‾‘、‾‾‾‾‾▼ll！い＿＿＿，！5分：しんのまわりが褐色にたる！
‡lヽ一一・一一一1－－1－－1．‥－－一一一一‾l
て0分；果肉の部分も褐色になるi

この実験の轄果，時間が経つにつれてしんの部分からしだいに果関の方へ変化していく。

この原因は不明である。

2． 塩酸と変色との蘭係

同じく皮をむいたりんごを，－う℃の氷，17℃の水，100℃の水に入れ，5～d分そ

のでま毘く。それから取り出して空中に置く。

1「㌔号」芸誓竺上空と聖

r二：‥． ‾－、〕‾

00℃！ 変化をL i　変化脅し

この芙舘の恕果，亡の反応は 「

．

．
1
．

－
．
．

－

．

．

．

」

る

低温・…・一倒幸が押えられるにすぎない

水…‥・……遊行する

100℃…完全に反応のしくみがこわされるので． やはり

酵素らしいとレ・うことがわかる

5． 食塩水の波圧と変色の鳩係

皮をむレ1たリンゴを8等分し，1％，3％，5％，10％の食塩水に5分間つけておく。

それらのリンゴを，男子部員に味祖してもらう。

－　3　－



治定

1％

5％

5％

10％

変　化：　　　　味

な　　し

な　し

な　　し

を　し

適　　　当

過　　　当

やヤ塩からい

非常に塩からく，食べられ覆い

一・一一一一一1－－llll－一一l一一‾‾一‾－、－1‾‾▼、、Il．‾l‾‾‾1‘‾‾
この実験の結果，Lへずれも変色は防げるが，波圧が高レ1と味をそこなうので，1－3％

が適当であることがわかった。

考察＝笥題点）

1． 芯の万から変色するのは． 芯の部分に酵素が多いからか。また，変色するのは，表面

だけか。

2－家庭用冷蔵庫で変色をかさえられるか。

5． リンゴの細胞のどこに酵素は存在するか。

4． 変色がリンコにとって生態的意義があるか。

／一〆一・一一一一一一．‾・・－＼（短埠）

－＿．一1－ 福田先生出水高校へ街栄転

2年　　新　屋　修　一

我が生物部の顧問として，また私達のよき構炎役として部員始め加古隼から慕われていた福田晴

夫先生が，このほど出水高校へ栄転されることに覆りました。

先窪は昭和58年鹿屋農高から赴任されて以来，生物と地芋の教師として教育に簡注されてきま

した。「まのせ」第1号の発行をみたのも実に先生が赴任された年であります。 先生の歩まれた通

はこの「まのせ」にも如実に記されてレ1ます。 また加高の－教師として校内の花冠の実化について

尽力きれた功績も忘れられません。 思えば一昨年私達二年生が加高に足を踏み入れたとき，をんと

花蘭に花が咲き誇ってし1たことか。なんと花が香ぐわしいにおいだったことか。 この美しい花のお

かげで随分加高が和やかになっています。

私達はあと－㌘三留まっていたかったと望む気持て一杯ですが，御栄転とあれば喜んでお別れ致し

ますQ

殻後に部員初め，加高空一同福間先生の御健康を祝し，前途に御多幸あれと祈ってやみません。

－1・1－



ウ　キクサの寿命について

1年薗馬場和子

南まり子

l受のせ第一号」に「ウキクサ群落の発達について」という研究発表があった。しかしそれは失

敗に終ったとの記録である。それを先年に聞いて，あとを自分たちでやってみようという気持に覆

った。うっそく加伸＿I】の水田でウキクサききがしたが見あたらず田布施の水凹から取ってきて，二

人で柑察にとりかかった。

しかし，今年の結果が先輩の後をうまく引きつぎ成功したとはし1えない。そのまま同じものをと

しつうより今度H，ウ車グサの寿命とふえ万について言偲べてみた。

＝）材料

0ウキクサ（ウキクサ科）

金峰町屋下の水田で西馬場が採集

19（～d年6月3日

○ビーカー5僻（直径占．7cmのもの5個，甫楼9cmのもの2個）

0肥料（ハイポ不ツクス）○ペイント（セルベット）○水道水

（21方法

（イタビーカーにNol～5までの番号をつけていった。

（ロ）N0．1のビーカーは水200ccを入れ，ウキクサを1本

N82のビーカーは水200（℃を入れ，ウキクサをdO水（水面レ1つばい）

N0．5のビーカーは水200（岩を入れ，ウキクサを20木

地4のど一カーは前任9cmのもので水を？ 箕さ9cm，ウキクサ52本（水而半分）

N05はr血4とど一一カー，水は同じでウキクサ1本を入れた。

このときの1本はすべて葉1枚のもの。

C＝珍牽診磁》O

NoINo． 2No． 3No，4No5

杓そのビーカーを北の窓側にかき，2～5日に1回水を半量と針かえ，その度に肥料を耳かき

て杯づつ入れた。

（ニ）観葉の大きさの半分以」二になったものは日によってぺイソトで色わけして小点をつけた。こ

の日からそのウキクサの緑色が葉の吾～昔をく方：った日・までをそのウキク朝寿命とした。

－　5　－



甘l浩菜と考察

（イjD直悠占．7m水2〔）Ol℃¢〕ビーカー

豆1初めて碁だけ入れてふれたのでは，5C＝封指紋の寿命らしい。

うロ即日！ ＝1本52日経＝5本23目幅＝5本

耳初めから水面いっぱし（の票を入れたものH∴1日〕日間で原因もわからないまま緑色がそぐ

たり枯れてしまったので，鱗察をや′1、′つた。

紳l初め20枚入れておし（たものは，ずれふんよく成長した。 10日托どで水而いっば伍

（占0′－7桐生）にそった。 て未到除いて，約1ケ月以． 上生きてレ、た。

32～55口弼＝5本56－4［＝封笥＝1本41～ご15日間＝2本

4d～55即舅二二5本5る日，以上＝6本

○重荏9m水深亨9Cがlのど・－カー

亘水面半分ぐらいの栗（52太）を入れたものは④と同じように枯れてしまった。 他のもの

と何も変わらないようにしていたのに。 害虫らしレ1ものも見られ′授かった。初めからどれか

1太が病気をもってしへたのではをかろうか。

くす5日後に観察を始めたもので，初． とう1茶入れたもの。55日間の寿命だった。

（ロ）ふえ方

Nolの個体のふえ万を観察したもの

年→畢→J

一一一う 「　　＞

親業は枯れはじめる

∴二十二∴　予・

H最初ビーカーに1個体を入れた場合（例r10．1とトぬ5），水面いっぱいになるため，苔かんに

分裂するので，寿命が短レーようだ。 （50～35日）

また最初ビーカーに20本投入れた場合（例r敵う），すぐに水面レ1つばわになり，2重－3

童ぐらいになると，もうふえるのが低下する。 だから寿命がやや良いようだ。 （35日以上）

ふえ万については上記のように1集酢′て語が4～5枚になると，根でつ凌がれたまま2つの

集団に分かれる。 その2集団かそれぞれふえた時に完全に分かれる。 この時，今までつをがっ

てしへた根がどうなったのかはわからなかった。

（4）反省

○初め技簡単そうで始めたが思いのほかむつかしく，私たちの根気がたりをかった。

－6－



○冬に空ったら枯れるかどう覆るのか見たかったが，結局住まだずLへぶん生きてhる10月に全

部捨ててしまった。 （記録は8月25告まで）

0ペイントのつけ万をもっとくふうしなければならなかった。 少たいうちにわいが，水面いっぱ

いに広がると非常につけにくい。 また，ちょっと多くつけると1～2日で葉のつけられた部分

たけが白くなったり穴があいたりした。 それに，水を変える時すウ合ったりして，すぐペイン

トがとれてしまって後の観察がやりにくくまった

－　7　－



生きている組船中にある画素

1年三井料和人

質物にとって鍔素融巨常に重要であり，生物体内でおころほとんどすべての化学反応の触媒作用

をもっている。置素はタンノミク肇からできてレさて，反応をはやめるものである。 多くの酵素のうち

のあるものは，簡単に分解することができて生物体外でも化学反応の触媒として用レつられている。

しかし鎧素の甲には，とりたすことの因豊をものも‘ちる。

ここで行覆った実験技，生きてレ1る組織甲にある綜素のはたらきにつレ1て示したものである。

参考書：一一BSCS一…鹿屋高吉井先生のほんやく

実施日：一一7月一一記録紛失「一

太実験で按週控化水素を使ってあるから，それを説明しよう。

過倍化水素は非常に活発な薬品で，しばしば漂白剤として，あるいは小さを修を消毒するために

使用されてLへる。それは又生きた細胞中には，化学反応の副産物として，絶えず作られ，また組織

から取り去られるかちるいは，細胞によって破壊きれなければ，有毒をものである。 触媒のあると

ころでは，この過酪化水素絃二つの無害を物質（OzとIセ0）に変えられる。

太実収揉過酸化水素を綜素の触媒により分解するかを知ることにある。

実験：触媒作用の醍素のはたらき

0準僻したもの：ブタの肝毀・ジャガイモ・試験管・メスシリソダー・ガスバーナー・上皿てんび

ん・乳鉢・二酸化てソガン・5％過酸化水素水

○実施した順序

1．
試験管に過酸化水素5u二をとり，細かい砂1才を入れる。

2．別の試験管に過酸イ田く素5G仁をとり，二酸化マンガソ1才を入れる。

5． 別の試験管に過穣化水素5（芯をとり，肝技1才を入れる。

4． 肝投1才と細かい妙1才とを乳鉢に入れて，よくすりつぶす。 すりつぶしたものを，別の試

験管の過酷化水素水5ccの甲に入れる。

5． 肝特1才を熱湯の甲に5分聞入れたのち，別の試強管の過酸化水素5ccの甲に入れる。

占．ジャガイモを使って，5，4，5とお工をじ実験を行なう。

－　8　－



5～5の結果を表にまと㌍）た。

田一口己ロ

実施した伯につlハて，もっと深く細察して

肝　　E誓i　シャガイそ　上ネた。

、・． ・－・∴、；． ・†－、

（実射）iっっててきた。

粉砕した物

（実験4）

煮　た　物

非常なあわた

に熟が発生

全然あわはで

てこたい0

しずつ出た

肝罠に比較すi

るとさかんで技

をレ0

左記と同じ。

実験5のときは．との表にまとめてある。

実験4のときも上の表のとおり。

実験5のときも上の表のとおり。

溜
鎚
．

巌02

細かし、新

．．
∵㌧ヾい

（吏醸ヰ）

もの紅、欄わ

召202

i一　㌧∴．

実験1のとき，すこしのあわがたったが，そ

の試験管のロを指でとじて，マッチの燃え

さしを入れてみたが，反応はをかった。

実験2のと封は，ものすごいあわがたった。

そこでその試験管の［］を脂でとじマッチの

燃えさしを入れてみたところ，再び燃え出

した。 そこで，この気体は酸素とわかった。

一さ咄瑞新値蝮）

〃2（フZ

丹花β之

（．郡現2） （賓．瞭3）

〔考察・まとめ〕

これは，僕自身の昭察であり，これを読んで疑問の方は実にかんたんですから，自分で実験をや

って盈べてもらしへたい。

生きた組紐をナウつぶすとレ1うことは，酵素の作用からみて，反応がはやいということである。

これは，その生きた組織が個体のものより，すりつぶした方がその表面積にかhて，広いからであ

ろう。例えば，日常使っている砂糖を角砂糖のまま，古の上にのせておくと，なかなか，とけでし

まわをレつ。しかし． 粒状の砂糖憬すぐとけてしまう。

材料を煮るということ怯，実験の浩采からみて，何も反応がなく覆るとし1うことであった。 生き

たままの肝腔におレっては反応はあるのである。 これはおかしし′、では夜叶か。 生きた肝精が反応をお

－9－



こすということ枕，その甲に触媒作用である酵素がはたらレへていたことになる。 そうすると今煮た

折”には欝素がないのであろうか。 そうだ，材料を煮るとレつうことは，生きた組織を死んだ規紬て

して，その中の触媒の作用をする鑓菜の本来の目的を殺すということに覆る。

そ：控て・′て，人偏でも，死んだ人生では等素は死んでhるのであろうか。又持素般タン完ク宵である

が，そうすると，それは生物であるということに軋ならかつだろうか。 Lへずれに．せよこの如問は

るとの諜畳！と凍るでちうう。

次にや学校の時に，傍等榎，酸菜を作る業験に卦hて，次の化学式を覚えた揉ずである。

2Iも02－－－「き2均0十物

そこでこの実規で技，実検2のところで，その触媒作用として，二控化マソガンを使用した。 そう

したら，驚くほど反応が進行した。 それでは，もしこの二路化てソガソを取り出し，そして，次の

実験にそのままつかうことができるはずである。 僕は実検をやってみたが． をるほどやっぱり反応

は驚く篤と瀾はて，かわりはなかった。

この事実から，人体のちらゆる繹素にお伍でも，それは今の触媒作用の点において揉同じであろ

うから，その軽索は何肛何度も人体内で作用していることに怒る。 だけど，その琶亨素が人生る0

年にお、Lへて，衰退してもかかしくはなレ。そうすると，淳素はどこでつくられるかが問題である。

これも研究中である。

そこで，次に過綾化水素水モ二咳化てソガソの触媒作用で2王も0を02に分解した。 それで眩．

二酸化マンガンをごく少なくしたらどうであろう。 はくは再び芙辞をやってみた。 そうすると同じ

触媒作用なのに，Ozの田かたが，乏しレ1のである。 触姓作用において，その物質が多い方れ反

応は遠く促進するのであろうか。又実験を，やってみたが，覆るほど多hほど反応げ速い。 人間の

体内でも同じだろう。

撲たちは，先生から，酵素は錠とかぎにたとえられるとならった。 つまり触媒作圧伸二番づかる緒

素はある決まったものにだけ作用するのである。 それは，はたして，ほんとうかと思って，触媒で

ある二酸化「7：／ガンを⊥番長初払水の甲に入れてみたが，変化は貴く，次にHelのうすいのに

入れてみたが，これも変化は貴かった。 それゆえに先生のいわれたことは事実であると，自分で知

り得たのである。

次にこの触媒作用にあずかる酵素は，すべての生物体に存在するであろうか。 ジャガイモの甲で

は，どうであっただろうか。実験の浩巣より匡あまりよくわからなかったので，これも一つの疑問で

である。しかしこのすべての触媒作用の酵素がすべての堅物体内に存在するとレつうこと眩，参考書

によると，無気呼吸音するという生物以外はみた已掌素があえということであるが，又，自分でやっ

てみたh。

それでは次に本実験では，無生物の代表として，砂を入れて実験告やった。

しかし，あわはほとんど出てこなかった。 そうすると，無生物には，この場合酵素は覆いことにな

る。

－1（】－



メスアカムラサキ（坤poiimnos misippus Hnn昌）の飛来

つ竿出来邪法

加枠組苗における19dd年のメスアカムラサ幸の採集頭数厘例年に比べて非常に多Lへと感じる。

9月50日11時壇，太校内の植物園の花（シオソーキク科一青色）に飛来した18が． その採集

の始まりであった。南方からの迷蝶か，あるレ1はそれによって一時的に発生したもので与ろうが，

羽の紫色も淡く，大部破損している。

10月8日加世闇市茶山の小さを丘（海抜約50メートル）に散歩がてら柿虫胸を持って登って

みた。頂」二に登りつくと，突然1計が太桧から飛び出した。素早く水洋一君が採集。雄の完全種だ。

その後毎日この丘に登ることにした。日に二・三回登ったり降りたりすることも稀で仁〔なかった。

その後の採集及び目撃記録を書いてみると次のようにそる。

8／Xl省（未）9ノ／x2谷＄（出来）15／Ⅹ5容苫（出来）

19／／Xl谷（木）21． ／Ⅹ18（木）25／Ⅹ1谷（木）

15／Ⅹ3お古目撃（出来）18／Xl♀目撃（出来）

22／Ⅹ1吉日撃（掛売和美）

採集したのはレつづれも雄であるが，採路地絢＿l」頂の10平方メートル位の地域に限られているの

で，楽をして採集が出来た。これらのどれもが完全種であることから，この付近で発生したものら

しレ「。しかし採集地が丘の頂上であるために雄だけというのが少し残念だ。 雌には頂上に集まる習

性が軌hらしい。ここで一頭の雌を目撃したが，たた頭上を素通りしただけにすぎをかった。 これ

らの幼虫を捜すために，その食草であるスべリヒユ（スベリヒエ科）を求めて裾野を歩レ1た。食草

は群を復して発見出来たが，幼虫はっしっていなかった。

又，金峰町の金峰山でも採集及び目撃があるという。 （先輩酋川路清彦さん未発表）

それから10月10日の野置伴島採集会七も1♀を採集（本洋一一君）しており，これもその羽が

完全である（別記）ことから，迷喋によって一時的に発生したものであろう。

ー11－



ア　オ　バセ　セリ　の造巣性

1年田元和美

1965年d月28日加世田市武「射てある竹田神社の裏の森に行く。 ヤマビワの巽をたべて，

先Cつ方を巣にしてし1る幼虫を20頸ぐらレ1採集した。左下の闇の甲にはレ1ってレ1るのは，アオパセ

セリの幼虫であった。 その日は，幼虫を票の甲で巣をつくっているままビニー

、N＼一一＿　　　ル袋に入れて． もって帰り，森からもって来たヤマビワで飼育した。

次の29日学校に，もって行って，鉢栢えのヤマビワに7時50分（AM）

ごろに移した。森のヤマビワと鉢植えのヤマビワの巽の大きさが，透っていた

せいか，幼虫も，とまどったようだった。 でも，9時頃から巣をつくり始め，

12路すぎまでには7疎の幼虫のうち全部が，巣をつくった。

『ヽ

態も

I

、＼

今からアオパセセリの幼虫の巣のつくり万を書いてみよう。

（Ⅰ）幼虫は．自分に通した業を亨がし始めた。 レ1ろいろ巽をめぐり歩lハてついに1つの菜に達した。

一枚で巣をつくる幼虫と上下の栗で巣をつくるものがあった。

一頭のアオノミセセリが，巣をつくっている所に㍉他の幼虫がくると，それを，けんせいするか

（：）ように，体をふっておレへ庶らった。こんとは人間の手を近づけて，巽や茎を少しゆらしてみた

が，変化は，たかった。 こんど眩，ピソセットで，他の幼虫を，はさんで，巣をつくりかけてい

，～／ノ＼一一1

t

t

t

．

1
．

＼
、

ノ／
／

ニ謬
洛〆／＼

二＿－Tq一
ミ・・・ふ、、
．＿・・・－tl．

＼

／
′
～
！

－
1
ノ

、
＼
、
＼

／
／
／
双

＼、　ノ、田か
1

－

－

－

　

／

　

＼

、

〆．．

コと．．
㍉一．膚

終令幼虫

ヽ

－

ノ

！
ノ

る所に，もってくると，前と同じように． 体をふって，追い払っ

たロ

これは，ふしぎだと思って，この現象を顧問の福田先生に聞レ1

てみたが，まだ，竿会でもわかっていない点が，多レ、と，レつわれ

たD

卸気に入りの葉の甲央付近に，主脈と垂直に，菜の端から端に，

糸怒，5． く‖可ひく。 こんどは，それを何回もくりかえして，少

しづつ巽を，まるめて，後には，両端を，くっつかしてしまった。

それから，後の方へ，糸をはってゆき，完全に，巣をつくった。

上下二枚の芸で，巣をつくっていたのも，完全に具をつくった。

如）アオノてセセリの幼虫は，うどかなかった。 でも人間が外から幼

虫が，はいっているのが，よく見えるぐらい簡単を巣で，亨凌ぎに凍るのかと思うと，大自然の

はかなさの1こまが，むなしく思えた。

－12－



ネム　ノ　キに　く　る　アゲハチ　ョ　ウ類

1句三本洋一

生物室の前にあるネムノキに，毎日多くのアゲハチョウが飛来し，手ムノキの花のミツを吸って

飛びまわってLへるようすをよく見かけた。 つゆ時のちる日． ちま！ ＝ても多くのアゲハチョウが来て

Lへるのに気づき，これらのチョウ虻，いつの何時頃が意も多く飛来するかを調べてみようと思い，

5月22日～7月4日まで調べた。 又，加世相靖内に什現在10種のアゲハチ了ウ狩がへるが，校

内にはそのうち何種鞄が飛来するかも，調べることだした。

槻宕妄方法

（カ1946年占月22日～7月5日まで〔6月22日，7月3釦ははぶく〕

ゆネムノキ〔高さ約10汀Z，花の咲きぐちLへ8分～満開）の花に止まったもの，又：て，枝の篭

鞘内に飛来したものを双眼鍔で個体数をカウソトする。

③　時間 0：55・－1：00〔A〕

4：55～5：00〔B〕

月　　　　 日 2　2
2 5 】 2 4 ！ 2 5

2　7 璧 ⊥ 2 9　 3 0 1 1　 ∠

天　　　 気 面 Wu口 許 C ） （⊃ ◎ 、㊨ 旦 」 〔 塑 ＿車 重 匡 ： ＿遁

ア　 ゲ　 ハ チ ョ　 ウ
A 2 d ・、2 ′　3　 ′ 1 1　 5 1 1 2　　　 月

B　　 5 4 5 ！ 1
i i

2　 5　　 1 1 ニ ト 2

ク　 ロ　 ア　 ゲ　 ノ、
A l i l 1

‘元 ’

A 1 l ′1∠．
ン′ヤ　コ ウ 7 ケ′ノ、 B 1 1 2 1 2 ⊥ ＿＿工

んノ
A

B

A

1

｛　 ン キ　 ア ． ハ 1

ナ ガ サ キ ‾ア ゲ ハ
1

「 ‘
3

】

1

結果・アゲハ，クロアブノ、，ジャコウアゲハ，ナガサキアブノ、，の5種を12日間に目撃した。

・甲でも，アブノ、チョウは最も多く，Aで35頭，Bで2d軋目撃した。

・ジャコウアゲハは，昼よりも夕方が多いようであった。 〔一昨年は，アブノ、より多かった〕

・暗，蓑の別は多く，雨の日はほとんど見かけず，来ても1，2匹だった。

・アブノ、チョウは，学校付近の人家のミカソに発生したものと思われるQ又，ジャコウアゲハは

学校の裏山に食草はあるが，そこで発生したものかほ確信できない。

〔校内にこなかったもの〕

・アオスジアゲハは，第1羽化が4－5月に現われるが，他にミツのある花があるためか，それ

とも性質」二から夜のかわからをレ「。 ミカドアゲハ，ミヤマカラスアブノ、，カラスアゲハは，個

体数が少ないためだろう。

－13－



第1回採集会1‘9dd隼5月50日快晴

陶崗岳西山麓を歩く

2年窪田美里・佐伯仲子・竹下しづか

0コース

鮒嶋翠（、d：45）－ゝ枕崎（7：28～8：45）→入野駅（9：5D一夕：． 50）

入甘○海岸（10：25）→花楢崎（11：13～1．1：40ト→ロ］ノ崎（11：25～

15：25）→入野駅（14：30－15：35）→枕崎駅（1d：22～1d：27）

→加世田着（17：08）

0参加者福田晴夫先生

2年：閏甲基行

1牢：崎山倍新屋修一橋口義昭東辻和行窪田美里佐伯仲子竹下しづか吉元成子

0日的

迷媒かてマグラとその食草トウワタを採集することと，ツマ云ニチョウ，タテハモドキの分布を

調べること，それに温室に入れる植物の採集もかねていた。

5月30日例年のとおり5年薫を送った後の採集会をおこをう。

d時45分一番列車で加世田駅を出発。 車窓から見える景色はすっかり春めいて，田んぼはレン

ゲで埋まってLへる。約50分後枕崎駅に到着。 約1時i拗寺って次の列重で入野に向った。 入野の駅

におり立つと開聞岳が目の前にそびえてレ1る。 さすがに薩摩富士といわれるたけちって美しレ「。 荷

物をリックサックに詰めをがら目についたのがミヤコグサ。 黄色いかわいい花で豆科の植物である。

加一世田万両で奴，市営グランドとまのせ川の提防にちる。

準備が終って9時50分駅を出発。 100メートルも歩いたであろうか，またしも初対面の樹木

把であった。桜のよう夜業をもち，付近一帯の人家の垣根にしてある。 道端にはキランソウ，タミ

ナミソウ，ジシノて・リ等の花が咲いてLへる。雑談に花をきカせながらいくうちに海岸に出た′。

途甲の川のほとりにはダチュラ，カナリーヤシが，又人家の庭先に柁季節はずれのまっ赤をサル

ビアが咲いている。やっぱり南国だなあとしみじみ感じた言毎岸はここら一昔だけ砂浜になってい

る。よく臼のあたる土手には日光をいっぱいに拳ひてミヤコグサが咲いてレ1た。

一息ついた後，海岸を牲域㌔そろそろチョウも飛びかうようになり，男子部員は約を振りかざし

て大喪闘。このようになるとドーラソも重みを感ずるようになっていた。 さらに進むとエソドゥ畑

があり′ここでエソドゥに生みつけられているウラナミシジシの卵を採集した。 成虫も多数採集し

た。載袖崎への願の甲の「本道を通って’いくと，土手には彩やかなルリ色をしたルリハコべ，ナズ

ナが多い。11時過ぎに花潜時に到着。 再び休憩。 海岸には丸Lへ石がごろごろしている。 誰かが

「夫婦石」を探してきた。ここにHン、マヒルがオやミヤコグサが一面に咲いている。 ここで記念授

一日一一一



影。元気をとりもどした私達は松林の甲を進んでいった。 77ラス7㌢ハ，キアゲハ，7アフタテノ、な

どが頭の上をひらひらとんでいろ。松林の説気の多い場所に托タてシダが群生している。 女子部員

は拓炎に花を咲かせ夜がら歩いてレ1る。途甲松の木の下に4倖r〕ショウロをみつけた。 薄茶色をし

た銅貨より少し大きめのものだった。みんをこんな所にちるとはと全員驚いた。

その後，岬のように少し出た所に到着。 ここが拝！の時だ。寿亘をそれて，小道をかきわけをがら

行き，岩だらけの海岸に出た。岩にはコケが生えてレ1た。 ここで持ちに待った昼食。 海風がまとも

に吹いて，すこし集いようだ？ た。ここからは海岸路が見渡せてとてもすばらしレ1。 前万に甘乳私

竹島，硫黄島が見える。1時間接ど楽しくすごした徹瑚各につし㌢た。 行きは気ずかをかったが茶道

に出るところの日串たりのよしへ，すすきの根元に青いかわレ、らしいフデリソドゥが咲いているのを

発見した。帰りは，くたびれた足をひきずりながら急いだ。 その日の収穫托まちまちだった。 しか

し目的のカノてマグラやタテハモドキを発見できなかったのは心残りだった。

迫田さんからのお手紙と「まのせ」への献金

明けましておめでとうござレつます凸

勉強に部活動に，懸命に精出しておられるこ

とでしょう。

部語Fでのせ」の原稿集めも始まクますね。

「まのせ」の資金は例年どおり充分． でないこと

と思いここに二千円同封致します。 印刷代の一

部にでも役立てて下さい。

年物部一同様

迫拇裕子（日置都吹」二町甲央保育園勤務）
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第2回採集会19d d芋4月29ヨ　暗

長　　屋　　山

2年吉元成子・佐伯仲子

0コース加世田発（8：15）て二茹＝弓二河堕（3：2ムー8：41）－休憩麺＝10：20－

1。 ‥う。トー山頂。 11‥1。
＿15‥55トープラナリア採射1限25＿1。

：1。一

一V一一一千河駅（16：42－1占：52）に涼譲二加世田賦（17：05）

ロ参加者福間先生・柿木先生，冶先生用別参加）

2年東辻和行新屋修一崎山修吾留耕造高橋康利諏訪誠一郎佐伯仲子竹之内慶

子吉元成子

1年大原賢二堅元利美本洋一佐方功幸出来和往川口文徳有馬久美子平瀬芙鉾

子持垣馳画馬場和子南ま少子甲村ますを

19dd年4月29日前からの計画のとおり長屋山採集全に出かけた。

今回の採集会は1年f王

の紙迎会である。

8時13分，加世田発の汽車の甲で大部分そろい． 約15分後干河駅に到着した。 きっそくリッ

クに弁当などをつめこみ，男子が2こ女子が1Cかついた。朝のうちくもっていて，心配したがど

うやらみんなのふたんのこころがけがよかったらしく，天気は良くなってきた。山頂をめざして歩

いていくと，人家柁まばらでずっと畑に囲まれている。土手には，キンがウデたどがよくみかけら

れた。だんだん山にはレ1・つてくると，スイカズラの白レ1花がよくみかけられた。男子結花のある場

下にす壮てかいて，枝をゆすり昆虫をとった。 かん木の枝などにはよくあわがついてい

嵩
所で‘

て，甲搾丑壬あわふき虫がレ1る。 あわふき虫は上半分が黒，下半分が赤の小言夜虫で去る。 松林の甲

もては，もうマツゼミが鳴レへていて，部員がつかまえようとしたが，逃がしてしまった。 それからす

こし行くと，綿レ1，1人づつしか通れないよう夜道がある。 ここからが本当の山道だ。 みんな採集

どこらではなく，登るのにいっしょうけんめいだ。 頭の上まですすきがかかっているところもちる。

あまり登る人はい覆いらしい。 山道まで約半分くらい登った場所で10分休憩。 みんな汗をふいて

いる。すると，コソャノメが飛んで来て，皮膚にとまった。 きっと汗のにおいに誘われたのだろう

と福田先勺三がいわれた。

男子はカンランをみつけるといい，LLlの甲にはレ1っていったが，みつけたりは結局1人だけだっ

た。長屋山には1，2年前まではカンランが豊富だったそうだが，あまり乱穫するので，すくなく

なったのだろうと仁つことだ。 又元気を出して出発。 しばらく登ってレ1くと，雑木林もなくなりとて

もみはらしがよレ「。 右手には亀が岳。 津貫の

さすがにもラ初夏のひざしだ。 とてもあっく 鸞や干河などが箱庭のように眼下に小さくみえる。汗をふきふき登っていた。 道は尾根づたいにち

り，まわり虹ススキの草原になってレつる。LUが伐採されたあとにできた二次的をものだ。 このへん

にはキソラソ，キンランもみえる。 みんをまわタの景色にみとれながらすすんでいき，山頂につい
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た。みんな弁当が待ちどかしく12時にたると，きっそくたべたした。 とてものどがかわいた。 昼

食後それぞれちら［ニ亡、っていたが，男手はたく亨んキンラン，ギソラソをとって亨た。単相′こも2，

5本植えるといしへ。ランを捜しててし1った人もいたが，みつからなかった。 止舘から牲大浦＋拓もみ

える。四万をみわたすと，ほんとに箱庭みたいでかもしろレ1。 やっぱり山に登ってよかったと思っ

た。さて2持ちかくにたりTLtj。 下たるほうが，ずっと疲れる。 足ががくがくするようだ。 谷川の

ところまできて顔を洗い，手、ぬく1へをし治らせた。ところが，ひるがいて，ちわてて顔やてぬぐい

についたひるを取ったが，また麿についているような気がして，しばらく姥かちつかなかった。 そ

こで後からくる人を待って，へたが，1年生はどんどんかりてしまった。 登るとき休憩した場所から

すこしいったところで．1人すべってしりもちをつき，みんなでおかしがった。 どうにもこう配が

急ででわりの草木につか預りをがらおりるので，すすきの葉で芋を切ったりした∩ずっとおってい

き，また農道に出て，童ヂ竜人家のちかくの，浅くて夜がれの急をきれいををがれの所でプ

ラナリアを採集することにし，1汽重来、くらせることにをク，先にいった1年隼に連絡にいった。

みんなで岩の上惟しんどって，岩をひっくりかえしたりして捜した。 夜にしろ小さく色がめたたを

Lへので最初はぜんぜんみつけられをかったが，覆れると割にたくさんとれた。 ここで約1時間半採

集をしたあと汽車に卦くれ幻ように急いでかえった。

他校交換生物損的誌紹介

「わかあゆ」第719ddl． 3千葉県立銚子高等学校生物クラブ

「大自然」窮‘14号沖繹那覇高校生物クラブ

「生物の世界」Vo． 12319dd‥福岡県立修館舌等芋校質物研究部

「染色体」No．2019dd． 4長崎県立長崎東高等学校生物部

「しろだも」Vo． xv］旺＋トぬ119dd3

神奈川県立小田原高等学校生物部

「生物交流」第十八号19dd． 5

静岡県立浜松西高等学校生物クラブ

「晶荘」N9．2419d5

静岡県立掛川酋高等学校生物部

「城東生物」第5号′19dd． ∴5．8

徳島県立城東高等学校生物部

「城東生物」第5号1967．5．8

徳島県立城東高等学校生物部

「枇榔島亜熟措植物群落についての研究＿J19d7．2

鹿児島県立志布志高等芋校ヨ二物クラブ
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19d d彗三　一1G月1〔＝ヨ＋（月）　晴

野　間　半　島　採　集　記

7年　　大原賢二・染川勝夫・玉江i　健

＼L

J芸．．・1二

！ 卑軋む酔抜・太埠r・∵匂軋

大原啓二・巣当塔九・五野

耳料知人
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○‘コース

加悍出発（8：25）バス一一†谷山着く10：10）一一一＞大富（12：40）徒歩－粛‾揃

（15：00）紘歩一一＞仁王晴（13：50－1d：50）徒歩一一→赤生木（15：58）

ノミスー→加寸勘四着（17：15）

今年から祭日にきまった10月10日，体育の日にふさわしくよく晴れてレ1た。 我々は野間半島

の小浦・片蒲海岸を甲心に今まで記録の少夜レへ迷喋と土着喋の分布乃否lつため採集にへくことに覆

ってレ1た。
一番の日的腰ツマべニチョウである。 デコボコ迫をバスにゆられて野間池の少し手前の

谷山（ダニノヤ71Cそつレった。（大原）

食糧を買いこんでまずツマべニチョウを亨がすことにした。 さいわいにも食草のギョポクを道路

のわきにネつけた。海岸の万に1本，山の万に2太あった。 いずれも2～3メートルぐらレ1のもの

である。ひどいものでは窯の半分以上も食痕があったが，ふつうの栗でも少しの食痘がみられた。

しかし，卵．幼虫，靖，成虫のいずれをもみつけることはできをかった。

谷川沿いに腰骨求めて登っで，ハく。 まだ人家の多レ1所で出来君がスミナガシを目撃（しばらくし

て道が2本に分かれてレ1たので2組になって進んだ。 1期は人家の多い方を，1細は谷川沿いの小

言を田んぼの甲を進んだ。しかし10分もたたをいうちに再び出会った。 しばらくいくうちにツマ

グロヒョウモソ（完全♀染川勝夫），アゲハチョウ（完全・さ井料和人），ムラサキシジミ

（完全♀玉田健），クロコノマチョウ（完全谷玉田健），イチて：／ジチョウ（完全

古♀不明出来和技工主命ルリタテハ（完全谷大原賢二）を捕えることができた。 さらに登ると

苺も小言く査少しだレへにLL！の甲へ虹いっていった。（玉田）

ところがその少し上で道がわからなくなってしまった。 みんなあわてたがそこは元気のいい連中

ばかりである。すぐに全員が道のない山の中を登り始めた。 急な坂で，木と木の間を巧みに登らな

ければ覆らなかった。まるでベトコン（べト昆！ ）みたいであった。早く大き夜道に出たいもので

あった。

やっと道をみつけ急いで登ってレつった。 頂上に大きな岩があったのでここで昼食。 この時は楽し

く疲れもふっとんだようであった。ここで30分ぐらレ1休んで反対机へ下ったが，ついた所は地団

で説べてみると大富か片浦らしかった。 そこで店にいってたずねると大富であると教えてくれた。

帰りの／ミスまではまだ時間があるので歩こうとレ1うことに覆った。片浦につくとここでしばらく享

がそうということできがしたが閏元君がクロコノマチョウを，大隈君が人家の庭先でキタテハを，

僕は海岸沿いでツマグロヒョウキンの♀を目撃し揖たけであった。 停留所につくと次の仁王崎まで

は何とか行けそうなのでまた歩くことにした。 途甲，海岸近くの花畑付近でツマグロヒョウキンを

多数日華した。（染川）

仁王時（ニオウザキ）まで来た時である，我々はほとんどいっしょに「いたっ！」と叫んだ。 す

ぐ頭の上をツマべニチョウ（谷？ ）が優雅を姿で飛んでいるのである。 すぐにあとを追ったが人家

の近くの竹やぶの付近で見失をってしまった。 ツマべニチョウは鮮道としへって通る道が決まってい

－19－



るこいうことたカこ、フ’Jチョウ（′二見迫り上を捗迫にLYCレ1たらしレつ。ツマベニチョウは飛ぶ時は高く

連結ぶたハそ’ノを捕えるlつは非常に囲彙たそうである。 とにかくもう少しさがしてみようという

ことになって2人ぐらいずつ綽んて亨がLに出かけた。 ‘ここ（仁王騰）で木君がメスアカムラサキ

く′J♀を1弼上つかまえた。僕もメス7カムラサキCつ♀を目撃した。 また本君と閏元君はタテハモドキ

モネつけて追っていったがもう少しtZ）ところでにがしてしまったということである。 もっと先へ行

けばまだ1るかもしれなしへとレつってまた歩いたが小浦付近でアカタテハ（♀完全染川勝夫）を

とっただけであった。15時30分，我々は赤生木から／てスに乗少加種目1へ向かった。 （大原）

0主を採集品〔番号は地図Cつ番号〕

亘）メスアカムラサキ（♀1頭）

クロコノマチョウ（含1頭）

ツマグロヒョウ耳ソ（容♀多数）

アゲハチョウ（省1頭）

イチモソジチョウ（8♀不明1頸）

ルリタテハ（81豆白）

0日　窒

（カメス7カムラサキ

④ツマべニチョウ

クロ　コノマ・チョ　ウ

スミ　ナガシ

キタテハ・

④タテハモドキ

ツマグロヒョ　ウモン′
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ユ　9　6　6年度文化祭反省

2年　　喜　辻　和　行

0蛙の筋収縮及びその心持の博動実験

○生物学史

0血流・血球の槻察

0迷虹の採集報告

○金魚の呼吸
○リンゴの変色

○ユスリカの唾液腺染色体

0野菜の煮え万

○ゴ車ブリの走化性

0炭酸同化

今年は，小文化祭で昨年投入がかり夜文化祭ではありませんでした。

教室の万は，今年新しく造られた生物教室を使用しましたが，実検のかま，文化祭用に短期間に準

備されたものが，大部分でした〔

上にあげた実験を，おのおのにつ1ハてみてみると，先づ「蛙の筋収縮及びその心轍の博勤実験」

は，－年男碑で食用蛙二匹を使って実験し，大体成功しました。

「血球・血流の槻察」は，文化祭当日に，人やカエルの血液をもらレ1枚絆しましたが，赤血球・白

血球を判別出来ませんでした。 血流の万は，オクマジャクシ，メダカの尾ひれを顕徴鐙で，検控し

ましたが，血統がはっきりと見え，実験は成功しました。

「ユスリカの唾液腺染色体」は，はっきりとしたかったということでした。

rリンゴの変色」I‾金魚の呼吸」「野菜の煮え万」等は，文化祭前に行った実験の結果を発表する

ものでした。このほか，新しい試みとして「生物学史」をやりました。

会場の万は，新生物教室一室で足りましたが，残念だったことは，部員は，加世相高校でもっと
1
も多し1のに，実際活動した部員は全部員の言で幽霊部員という存在の人々が多いことでしたD

をお，おのおのの実験の詳しいことにつLへては，実験担当の人が書いています。
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ユスリ　カの唾液　染色体

2年高崎康利諏訪誠一郎吉留耕造

バユスリカ”みまクなじをのをレ1名所であるが．これけ蚊の一種である。この蚊は普通の蚊とほ

とんど変わらないが，違ってレ1ることとレ1えは，ユスリカ科の昆虫の種類は非常に多いが，み覆小

型である。成虫妊春，秋の寒い時期に多く出現し，蚊柱と覆って群飛する。外見はrカ」と似てい

るが∴郊脈揺薄く鱗毛は夜レ1。幼虫は水生である。「ヌカカ」の仲間をのぞいて住人を刺さ変レ「。

ということでちる。それからこの蚊の幼虫は，アカ」ミウフラとよばれ，宇のどとく赤色をしていて

長さ1仇位．酒楼1m能で，12体節に分れてレつる。ちょっと見ると，ミミズの子みたいで，夜に

も知らをLへ人に，これはミミズだと教えても，誰も疑わ覆いほどである。それからこの「アカかク

フラー」の唾液蝶の染色体は．非常に大きく（普通の染色体の70～150倍），ほかの細胞と異な

り，静止期の核でも見られ′．しかも常に二価染色体と覆っている。すなわち唾腺染色体である。そ

れで文化祭の顆にみせることにした。

染色体の機察に腔．普通「キイロショウジョウバェ」と「ユスリカ」の幼生が使用される。我々

は，上に述べた「ユスリカ」の幼生を使用した。この染色体の槻察の途中で最も苦労したのは，唾

液棟をとり出すことだった。唾液腺に，幼生の頭部と胴曹－を引きちぎると．二つの透明なかたまり

（大きさ蛇叫立）が，頭部についてくるのが理想であるが，どうもうまくいか利へもので，朽匹

も失敗した。材料に，学校の溝に割合たくさんいたので，ことかかなかったのだが，「7カ㌧圭ウプ

ラ」にとって∵㍉迷惑をことであったらぅ。それから次に苦労したのは，細胞の染め万だった。泉

初軋二，三の資料にある通り，酢酸カーミソ液で染めてみたのだが．あまりよく染受ら夜かつ元

ので，今度按酔顔オルセインを使用することにした。しかしやはりこの液にも－長一一短がろク，よ

く染まることは染まるのだが，あま射て染まりすぎて，見えにくいことがあった。もう一つうまく

いかなかったCつは，核がはっきりし夜かったこと，原因は，カノく－ガラスをかける時の押しつぶし

万が強すぎたことであった。

唾蘭糠の観察と紅．関係をレ1が，rアカ」ミウフラ」が成虫になるまでを観察できず正確を種名を

確認できたかったことが心残りである。

〔槻震〕

（準備）7カボーフラの採集地：芋校周囲の溝

材料：ユスリカの一時の幼生（アカボウフラ）

用具：カミソリの刃，ピンセット，柄付ピソ，ろ紙，スライドガラス

カバーガラス，顕徴軒，解剖顧微鏡

薬品：酢酸カーミン

酢酸オルセイン
｝染色救
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〔万法〕

日スライドカうスに幼生そ載せ，幼生の敷き吾止1るために摩紙を佐用し水分を吸収する。 そ

して． カミソリの刃とと∴／セット空使って頭部と胴許を引きちぎると． 長さ1mぐらレ1で．

ややふてらんだ透明孜かたまりがとり出享れる。

附Iでとりたした唾液塀をスライドガラス打取り，酔顔オルセインで染色して，カノて－ガラス

で軽く押しつぶす。 そして，まず150倍くらレ1で核の位置をたしかめて． d08倍位で検

賛する。 すると染色体がはっきり見える。

彙：ユスリカの染色体数は2n＝8であるが，唾液腺染色体では，相同染色体が接著してるの

で4本しか見えたいはずである。 我々の場合は． はっきりと，4本あると確認することがで

きなかった白

カエルの上皮細脚。 枚紋筋eガラス軟骨の検鏡

2年大田裕子

⊥二皮細胞

カエルの腹から下あごにかけたところの皮膚細胞

こけ細胞は透明で多角形で，核は不透明で円形・だ円形をしていた。

ガラス軟骨細胞

胸骨の剣状突起の刺状軟骨の部分の細胞

基質は透明で軟骨細胞が1個又は2－5個ずつ群をなして散在していた。

横紋筋細胞

足部の内股筋，漬． 眼筋の筋肉細胞

筋肉は，太lハひも状の筋絡経が目についた。その節絶経の甲をその長軸に直角を覆した明暗二

帯が交互に配列きれてレ1る桟紋が見えた。又．8％の酢酸処理をした結果，横紋は消えて細長

い核や，紡鐘形の核が散在していた。

部員の協力を得て、10月20日頃から10月51日頃まで学校の下のみぞや臥二つ甲をドロソコに

たりをがら．カエルを探しに行ったけれ．どもトノサマガエルの／卜芋いのを1ぴき見つけただけであ

った。このようを次第で，一年生の実験用ウシガェルを分けてもら咋実験し，文化祭当日は，前日

に実験したものを郎微麓で見てもらう予定だったが，保存方法が悪かったらしく，ほっきの己えを

く覆ってしまったものがあり，結果は失敗に終わった。

l－　23　一



ゴキブリ　を使った実険

2年新屋修一

グロゴキブリに日本全回にすみつし（ていで．よく台所などにレつるのを見かけるが．私は一般に嫌

われているこの昆虫が．どうLへうものを好み．またどの仏かすき恥があれば通り抜けることができ

るかにつレって禍べてみようと思いたった。そして文化祭の時公開実験したが．実際には′哲ったとお

りにいかず失敗した。しかし成功だけが大切では発く，一失敗も十分価値があると思うのでここに記

しておきたいG

（Ⅰ）ゴかプリの走化性について

どのよう桑“忙おい”にひかれるか，どんな食べ物にくるかについては面白い問親であるので，

次のよりな装置を自作して訊べてみた。

左に装置をかレ1たが．板上に三角柱を固定させ，Dの盈粉をビニールで密閉しその部分に換気装

置をとりつけた。
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0使用した薬品物質

塩鵠・40％氷酢顧一一一95％ェテルアルコール・95％砂糖水－58％

ソース，鵜放した肉

0実騎方柱として控Aのところからゴキブリを放して，どlこ÷′J万へいくかを調べた。

〇倍果

ゴキブリを8覇でしかも同じのをA回位使って芙雑したりで，最後に憬くたびれケてててしまった

り．また手で扱ったため足がちぎれその結果体が佃レつた万に進んでしまったりで，判然と何を好

むりかわからなかった。 塩酸の激臭にもかかわらずそれがある所に停っていた。 エチルアルコー

ル．砂糖水，その他のものにつlハての結果は塩酸り場合とだいたい同じで乃った。 しかし氷酢酸

到更潤した時はそれりある方に歴々やってきたことがあった。 このことよりゴキブリは何だか水

砕後を好むらしレ1ということを感じた。

このように結果らしい結果が得られをかった失敗の原因は

イ）ゴキブリが少かった

ロ〉ゴキブリを手で扱ったこと－

ハ）実験時計が少かった

奇どがあげられる。またロ）の点を考慮してゴキブリが逃げないようを箱にそれらを入れ，その箱

とAを帝結してゴ車プリに自由に好きなもののところへ行けるようにするともっとよレ1結果が得ら

れると思う。

錘Jゴキブリの通り抜けられるすき馳

ゴキブリはよくわかるように，大変せまレつ所も通過する能力があるので，どの位の幅を通ること

ができるか，即ちどの位の幅であれば通ること蛇できをレつかということを調べてみた。

／「＼＼

左∴「「
＼＼二

田一一。
＿

（Ⅰ）で使った三角柱のガラスを二つ並べその紬に小さレつガラス板をはきみ，手で囲定吉せる。その

三角柱の甲にコキプリを入れる。そしてあらかじめ小さレ1幅を作って真弓ハてそれを通過したらその

距離を測るとレ1ふにした。

○結果

手で押えて固定したので多少のズレはあろうが，技もせまい帖を通過したのは4mであった。

一Z5－



刺激による勧肉の動き
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豆材料と器具r文化祭のとき校用したもの）

ウシガェル（2匹），解剖皿．糸．スボイド，シャーレ，リンザル液，電池，キモグラフ，石油，

光沢絞．電極（自作），ビーカー．かもり．ェーテル，水，以上のようなものであった。

訟方法と日的

私たちの生物の教科書（三省堂Cつ生物page，105－104）に載っておク，少し複雑夜業顆

で，授業時陶に実験したかったので，おもしろそうだと．思ってやってみた。

神経甲を刺激がったわる万両と．筋肉収宿を．調べるために．次のようを装置を考えてみた。

踵骨神経つきの俳腸筋を用いて，電気刺激装置で，刺準（1V～dV）を送った。ここで，摩骨

神経つきの眺腹筋と電気利敵装置（自作）のつくり万を胞示してみよう。

ほ座骨神軽つきの俳腸筋のつくり万

ィ．解剖して内腔の除去，そして，脊髄の内側にある神経を切り，つレ1で．脊髄を切る。

ロ∴また菅半分に切り，両足を分離する。（その時注意したことは，脊髄神経仇2本ちるので，

一方の足に，2本ともこないように注意した。

ハ．星の皮を．はがす。

二．座骨神経を注意深くとりたして，来たい都の筋肉をとり除く。

呼

緒

論

　

ノ

′

′

骨
碑
盈

教科苦には． 座骨神経と，排腸筋だけをつかって，実験するこうに，

吉レ1てらったが，先生方の指導で，1人たレつ骨や足，1・アキレス艇凍ども．

つけたままで，かこをった． 若菜もその方がよかったロ

足の皮を． はがすと，すぐ，リンゲル液に，カエルの足を，したして

その後は，リンゲル液の甲からとり出して，筋肉をどを除去した。

又． 含銅ピン㌧セットで，神経にふれ，その状態を調べた。

（2）電気刺激装置の説明

材料軋乾電池（単－1・5V）里乱切りかえスイッチ，か変抵抗器（ラジオ用，500KO）

点滅スイッチ，といった極普通り道器をつかった。

次の項の属でもわかるr亡うに，乾電池を，2個使うときと，4個つかうときとに分けることがで

きるように，切りかえスイッチを置いた0これは・2倍あるいは，1ノ今にすぐ電圧を，かえること

ができたので． とても便利だった。 又，点滅スイッチは，一時刺敬，長い刺激，点滅の速いなどの

いろレ1ろ夜刺汝が，日南にえらべたことに，利点があった。

－：t1－
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以上のようを装置で，実数の方杖を，書いてみよう。

用l擾骨神経に∴電気刺激を，あたえる。

ィ． ＋極を，筋肉側においたとき

「． 一極を，筋肉側にかレ1たとき

（2）俳腸筋に，電気刺激を．あたえる。

楼たちの行なった実験の紙業は，次のようをものだった。

（1）座骨神経に，利敵をあたえる

ィ． ＋極を，筋肉側に，おいたとき

電流は，十から一に流れるので，筋肉はスイッチ督，押した時に収縮した。

ロ． 一伍を，筋肉側に，おいたとき

電流は，同じく，十から－へ，だから筋肉は，スイッチを． 入れるときよりも切った時の万

が，刺激が大きかったらしく切った時に大きく収納した。

化粧拐筋肉に，電極をあてる

この時は，十一の別はなく，1とおりしカ㌧方法はたかった。 このときは，スイッチを切った

ときの万が，利敵が大きかった。

以上の実験を． クラブ員4名（田元和美，出来和法，大原黄二，木洋弓でやってみて姥じめて

教科書の図のグラフが，をっとくが行くように妾った。

実験で，難行したことは，腰骨神経標本のつくり万，生理的食塩水（0． 占％）むっくり万．夜占

よかったことは，言うまでもをく，学習にたったこと，膵管神経に，骨格をつけたままでしたこと，

これ虹，教科書には，骨格をつけをレ1万法で書いてあったけど，先生万の指導で，骨格をつけてし

た二つで，うまく行きました。
実は，骨格をつけ覆いで，実収したところ，収縮が，小さくて，うま

く行きませんでした凸

～　ZS－



自然のとびらは重い

さよなら「まのせ」

顧問福旧晴夫

4年間接してきた南薩の人々や自然とも，どうやらお別れする時がきた。 きみしレ1とか悲しレへと

かいう前に，私に色々をことを教え，考えさせてくれた人々や虫，軍，魚，鳥たちに対して深く感

謝したい気特である。

私はかねがれ仁山如′Jクラブ活動では，真二物の授業や参考書でどうしても得られをレ1ものを何と

かつかみとってもらいたレつと話してきた。気分転換とか，友情の育成とか，山歩きの楽しみなどと

いったことももちろん良いことだが，生物散つようにScieneeのクラブであれば，自然の偉大

さと深さを本当に知ってレ1ただきたレつ。そして，それに魅力を感じて絶えず前進を続ける頭脳を養

成することに心がけてもらレ1たレ1と思う0

年命現象の夜ぞにレ1どんだ人類は確かにすげらしい成果をあげてきた。 これを収録した生物の教

科書や問題集ばかりみていると，あたかも，ほとんどわかってしまったかのよう夜感じがする。 だ

が，実柊はどうだろうか。既知の分野を知ることはそれほど困難では覆いが，わからない部分がど

のくらい大きレつかを知ることは容易で狂をいくつである。

このまのせ4号にでてレつるいくつかの芙櫓，例えば「野菜のにえ万」「リソゴの変色」「ゴキブ

リの走性」その他多くの報告でおわかりの通り，自然界のひとつの事象を知ること輔来して簡単を

ことではない。君たちの甲には2日も5日も，ある叫ま1カ月もかけて実験をしたのだからずいぶ

ん多くのことがわかっただろうという気に茂っていたのに，いざ，原稿にしてみたらほとんど何も

わかってレつなレ1ことに気付いた人が多かろう。それはそれでレlハとノ習うが，大切をことはそこです

なお怒気持で反省し，どこが悪かったかを考えてみることである。 身のまわりのろりふれた事象の

甲にいかにわからたしへものが多レ1ことか。

自然のとびらは重レ、。しかし，粘り強く押しつづければ必ず開く，そして次のとびらが君たちを

迎える。とびらの向う側に真理がある悪と誰しも考えるが，それを開こうとする人と考えるだけで

終ってしまう人とは，人生に対する態度においてかなりのちがいがあると私は信ずる。

自然のとびらは重い，上の隻撥やリ． ンゴヤゴキブリ（′つ話をどは堂三物り箪科書にはでてこない現象

であるが，はかり事例につレ1ての知識を仕って考えれば，何とか手がかりだけはつかめそうであっ

た。しかし，それでもやってみたらほとんど何もわからなかったCりである凸

自然のとびらは重レ1。 レ1ったい生物学が明かにした生命現象についてCつ知識と相可であるりか。

「まのせ」む役割はどうやら実験データをだすと． いうだけでなく，色々が勅題を考えさせること

にあるようだ。私は！ まのせ」がレ1つまでもきびしレ1自然科学誌であることを祈る。
，

（1967年3月29［］）

－29－



夜　襲、へ　一　言ノ

5年森磯部

高校時代の僕の生活理念托自己を磨くところにあった。 クラブ活動に参加したりもその為である。

僕に，努力無強LR己告磨けば梢かすはらしい結果が生まれるかもしれない，そうした一種の期待

をいつも持っていた。僕は自分自身に自分の夢をかけた。 レ1つ，何時，この目分から何が生せれる

こもかぎらない。楳妊その秘められた可能性に注目した。 －イ至懸命勉強したらどんな結果が生まれ

るだろう。生徒会長をやったら，望勃蘭に入ったら，・・一日・・…・一・日…。伴はそるべく，この秘ぺ）られ

た可階性を発掘することに努うた。僕佳日己練磨した。 まず，忍耐強く．練掟的に自分惟合った勉

強をやった。自分の知恵たしぼりにしぼって勉強に工夫をこらし，知能を麿レ1た。 それは，夢にま

でみた九大令縞という結果で表わ元た。また僕は勉強外の面でも自己を放いた。 一つには，畳走会

良：′つ役モ引き受けたことである。四月末の百十万余の予算作成や生徒総会から進んで，秋の体育祭，

文化祭等，榔てに自己をきたえるかっこう．つ掟全であった。そこに培かあれたもの，当時ほとんど

気がつかなかったが，近頃にそってそ〇報われるところの大きいことに気づき，ただ驚くばかりで

ある。この経験の礫の精神的母体を碧かった意義は大きしへ。二つには，生物部に入って微々をがら

活動したことでちる。そこには，言葉で言し1表わせるようなもりがあるとレつうのではない。ピンセ

ットでチョウの仁王わを一枚一枚丹念（′て概察したり，野山の植物に目を留めてみたクして矧らず知ら

ずのうちにある何ものかを自分の一側面に吸収しているのである。僕は，この日に見えをい力，知

らず知らずくりうちに磨かれる刀，潜在的力というものの栖債を高く評価すべきであると思う。クラ

ブ活動に於いて求めるものといった場合，もしかしたらこのへんにあるのではないか。

要するに僕は，後輩へ，あらゆる角匿から自己を磨くことを希望する。 自己は万物を造り出す母

体であ州勺である。それを磨くことは，自分に恵みを与えひいては社会にも恵みを与える結果とな

るのである。

（今春九大合格）

生物部1年間の活動記録

3月

30採集旅行

場所：開聞山聴（入野からmノ崎の勘）

参加人員：9名

－30－
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4月

7新生物教室への引越し

12ハナイトウ・オシロイノくナ・首日章・カッコウアザミ・五色トウガラシ・コスモス

ベチュニヤ等の種をまく

13旧便所跡へ郁子を仮柏する

1d日記当番を決Jうる（2年甲心）

18ガーベラ・ダリアの移技官日章・アリソサム等の芽がてる

19－－年隼に君主て部紹介

22こCづ臼までこて部局42名と覆る・…‥14若12名2年21名5年9名

25fE物部会‥・…長勘＿L採集会の計画年間計画その他

29採集旅行（新入部員歓迎会）

5　0

場　　所：長喀血

参加人員：22名

採算物の整坪　r5月初島まで）

城東高校生物語「城東生物」第5号届く

三軍昆虫談話会「ひうくう」1．2，3，4号届く　　お礼に「まのせ」第5号を贈る

5月

2サムテンノに水かけ

7サルビア移植

10花童のブロック並べ

15ブッソウデ咲く

14マリ一一コールド・孔雀草の種をまく

14コムラサキ捕獲のための装置作成

18小倉高校より「生物部誌」第7号届く

ゾウリムシむ培養器を作る

20大島高校より「オリエンス7号」届く

6月

13

24

静岡県掛川西高校の「藻24号」霜く

金魚の縄張り調査

銚子高校わ「わかあゆ」第7号届く

ネムの花咲く

カタラーゼの実験

ケイトウを生物部屋の前へ植える

－31－



2　5

10

26

7月

8月

9月

1〔〕月

10

11月

1

ウ

1度　結高校ヱウl生物′つ世界」第23号届く

首立った活動受し

祇旭先生北海道へ行かれる

テラソセラ，マリーゴールド移植

畠田先壁，2年生3名万世へ秋虫をとりに行く

リュウキュウムラサキの発見

媒採集旅行・

場所：野閻半島

目的：記録の少たしへ迷鰐と土着蝶の分布言庸至

巻加入員：る名

竺E物部会・1‥‥文化祭の打合せ

この日より文化祭の諸準備

文化祭の会場作り

文化祭

文化祭後は部員全休としての活動はたく，主に一年男子を甲心打こ，花壇の手入れ，捕獲蝶

の整理，研究をどが地道に行なわれてレつました。

12月

下旬　　生物部誌［まのせ」4号の編集にとりかかる

一年間を振り返ってり反省

部員数は，加枠用高校で巌も多いにもかかわらず，部員全体（三年生は除く）の足並みがほとん

ど，揃っていず，また幽霊部員と思しき人たちが多しつこと托残念でした。それと採集旅行が当初計

画した回数よりも少なかったことは大変心残りでした。 こ（つ点低，来年度の生物恥つ甲枢に覆る人

々の活動に期待しよう。

－3Z－



生　物　部、員　名　簿

三年甲田昭徳

竹中江生

森腰郎

前野英子

志摩ムツ子

平下種手

長． 友伴子

平擬照子

岩崎みつ子

二年東辻升口行

新屋修一

書留耕造

高橋康利

諏訪誠一郎

佐伯仲子

竹ノ内慶子

窪田美里

吉元成子

入園裕子

竹下しづか

有木まち子

松村三枝子

一年大原賓二

田元卸美

本洋一

出来和法

当房芳樹

有馬久美子

寺崎道子

上昧美知子

楠元艮子

加世田苗小湊52

〝小漠433

〝武汀】貝建

日置郡金峰町宮悸3510

加柚甘制日焼2255

日置郡吹上町甲原5205

〝金峰町新山459

加世田市15123

〝地頭所1d35

日置郡金峰町尾下2Dd5

融接田市附加2585

〝津貫6223

川辺郡大帝町1422

加世田市内山田

〝武関4875

日置郡金峰町屋下2173

加世田市小湊2514

日置郡金峰町大野竹原

〝吹上町下与倉121d

〝〝線ケ丘79

川辺郡大病町17894

日置郡金峰町高橋1825

加世田苗津貫5d5

〝益山5899

〝宮原1860

〝益LL15654

〝唐仁原444

〝津貫1占7dO

〝益山8占54

日置郡金峰町楠之名524

加世田市武闇15350－33－



一年頂馬場和子郎茸維金峰町屋下2ロ9d

南寸少子〝〝グ1552

平下洋子〝吹」二町甲象筍5203

井料和人〝〝グ

一－一円　集　後　記

“今年も「まのせ」を発行できた”という喜びが，今の偽らざる気指です。 こり一年間いろんな

事がありました。 楽しかった採集旅行，種々の苦難に悩まされた文化祭，盛大を送別会等。 これらi

の記事を前にして，冷静にみつめてみますと，甲心と覆るべき私達二年生の不活動Cリた治メまた文

化祭が小規模てらったために昨年度より内容に迫力を欠Lへてレ1ることは否めません。しかし今回は

まかり夜射Cもほとんど私達部員だけの力で「まのせ」を発行できたことが，何よりも大きな自信

と喜びです。

飾刊号より数えて今年で四年。ようやく生物部にも伝統らしきものが生まれてたよに思／1－ま

す。先輩の築いて下さった艇を私達は十分績み」二げること虹できませんでしたか，これを後難諸君

がいあふち”のあの板の如く深く，広く，受け継いで更に大きく飛促されんことを祈ってやみませ

ん。

抜放に顧問の先生方をはじめ，多くの万々の多大なる御協力に部員一一間深くお礼申し上げると共

に，今後とも宜しく御指導下さるようお願い致します。

－　34　－

新草修一言〇　一
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